
関東中学校ソフトテニス大会出場規定
関東中学校体育連盟ソフトテニス競技委員会

１ 選手の服装

(１) ウェア
上は襟付き・半袖のスポーツシャツ、下はショートパンツ・スコートまたは公認のハーフパンツ
（ただし、学校指定のものは着用可）を着用する。蛍光色は禁止とする。スパッツ、ハイネック
のアンダーシャツは禁止とする。（ただし、選手の体調その他で特別な配慮が必要な場合は、大
会本部まで申し出る。）競技中、シャツの裾を外に出したり、袖をまくることはしない。また新
たに文字を書き込まない。

(２) 靴 下
① 白を基調とする。
② ハイソックスは禁止とする。

(３) 靴
白を基調としたテニスシューズとする。

(４) ゼッケン
背中のゼッケンを各校で別な布などで作成し、背中に縫いつける。脱着しやすいようにホック・

マジックテープで止めることは可とする。ただし、安全ピンは不可とする。すでにプリントされて
いる文字は隠すように止め付けるものとする。

① ゼッケンはＢ５版横（白地）の大きさの布に都県名、学校名、姓を記述する。都県名の「都県」
中学校の「中」の文字はつけないものとする。また、都県名と学校名の間は空白とする。

② ゼッケンの文字は「漢字」「ひらがな」「カタカナ」を使用し，文字色は「黒」とする。
シャツそのものへのプリントは認めない。

③ 都県内で同名の中学校がある場合には、区別をするために工夫をしてもよい。各都県ごとに望まし
い表記をする。

④ ゼッケンの文字の位置は≪例１≫どおりとし、同一校に同姓の選手がいる場合には、名前の一文字
を付け加える。

⑤ 中学校名が、第一・第二中学校や東・西・南・北中学校のような場合には、学校名をわかりやすく
するために、≪例２≫のように学校所在地を付記してもよい。

【選手のゼッケン】

《例１》 埼玉県 さいたま市立岩槻中学校 金井 譲二

１／３ 都県名 中学校名（都県と中は不要）埼 玉 岩 槻

18cm

２／３ 姓金 井

26cm
《例２》 埼玉県 上尾市立南中学校 須田 治茂

１／３ 都県名 中学校名（都県と中は不要）埼 玉 上尾南

18cm

２／３ 姓須 田

26cm



(５) 帽子・はちまき
① 色は白でなくてもよいが、蛍光色は禁止とする。新たに文字を書き込まない。
② 所有者を表示する場合のみ、例にならって学校名・氏名の記入、印刷を認める。
③ 帽子への学校名、氏名の記入は「はちまき」の記入の例に準じる。
④ 「はちまき」の記入例

4cm
広 島
白 田

100cm

監督・外部指導者の服装２

開・閉会式に出席する監督及びベンチ入りする監督・外部指導者は襟付き・半袖のスポ－ツ
シャツを着用し、必ずテニスシューズを履く。ゼッケンは都県名・学校名・監督またはコーチ
の入ったものをつける。大きさはハガキ大（15㎝×10㎝）で横長に使用し、胸につける。
監督・外部指導者のゼッケンの例（布地・文字の色は特に指定しない）

【監督のゼッケン】 【外部指導者(コーチ)のゼッケン】

1/3 都県名 中学校名都県名 学校名 都県名 学校名

10cm

2/3 監督またはコーチ監 督 コ ー チ

15cm 15cm

選手の心得３

(１) 選手（監督・外部指導者を含む）はコート内では指定されたベンチに着席する。
ウォ－ミングアップのために離れるのはよい。

(２) プレーヤーの掛け声は、１～２回程度にとどめる。
(３) 相手を威圧したり挑発するような態度はとらない。
(４) 審判のコールの時には、発声を止める。
(５) マッチの開始から終了まで、連続的にプレーする。

応援４

(１) 応援用の部旗・横断幕等は、大会事務局の指定の場所に設置する。
(２) 応援はプレーの支障にならないよう、フェアな態度で行う。

（相手を不快にする応援は禁止する。）
(３) 集団での掛け声応援は、過度にならないようにする。

（大会運営に支障のある応援はしない。）
(４) コート外からコーチングと受け取られるような声がけはしない。

その他５

上記大会の参加事項の中での詳細については、関東中体連ソフトテニス競技部会の指示に従う。
以上、大会出場規定について違反した場合は、警告の対象となる。


